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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず語彙の長さや出現頻度の違いによって、語彙学習がどのように影響
を受けるのかを明らかにした。高専生の語彙学習では、出現頻度が低い語彙学習について繰り返して学習する
と、学習の成果が大きく現れるこ とが明らかとなった。次に、語彙学習を行うタスクはどのようなものが適切
かを探求するために、杉浦(2009)のニーズ分析と同じ調査を2高専で実施した。高専生も大学生と同様のニーズ
を持っているものの、高専のカリキュラムによってはニーズが異なることが明らかとなった。令和元年からは、
新型コロナウィルス感染症の拡大により実践環境が制限され、研究計画を中断せざるを得なかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we first clarified how vocabulary learning is affected by 
differences in vocabulary length and frequency. We found that the vocabulary learning of technical 
college students showed greater learning gains when vocabulary learning with lower frequency was 
repeated. Next, in order to explore what kind of vocabulary learning tasks are appropriate, we 
conducted the same survey as Sugiura's (2009) needs analysis at two technical colleges. It became 
clear that although technical college students have the same needs as university students, their 
needs differ depending on the curriculum of the technical college. From 2028, the research project 
had to be suspended due to restrictions on the practical environment caused by the spread of 
COVID-19.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまで研究事例の少なかった高専におけるタスクベースの語彙学習方法の開発を目的としていた。
高専生の語彙学習や英語学習のニーズの現状を、大学生を対象とした研究の追試により明らかにしたことは、高
専生を対象とした研究分野で初めてであると考える。新型コロナウィルス感染症の感染拡大によりタスクベース
の語彙学習方法の提案と効果検証まで研究計画を進めることができなかったため、今後の研究課題としたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究者が勤務する工業高等専門学校では，工学系英語語彙の学習指導を行っていた。語彙指導で 
は，継続的で語彙の定着につながる効果的な学習を促進することが課題となっていた。本研究 
者はこの課題を解決するため実践研究を行い成果を得たが(瀬川・山本, 2015, 2016; 瀬川・山本・ 
岩崎, 2016)，指導法における改善点も明らかにした。そこで前述の実践研究で十分に行われな
かったタスクを用いた語彙指導に着目し，タスクベースの語彙指導法を精査し，タスクベースカ
リキュラムを作成することとした。 
 
 
２．研究の目的と方法 
 本研究は工業高等専門学校における語彙学習を促進するタスクベースカリキュラム開発を目
的とした。開始当初は次の手順でその目的を達成する計画だった。はじめに高専における語彙学
習に適したタスクの理論的枠組を探求する。次に理論的枠組を基に実践的なタスクベース語彙
指導法を作成する。その後実践研究によりタスクベースの語彙指導法の効果検証を行うことで，
効果的なタスクベース語彙指導法を確立する。 
 
３．研究成果 
 高専における語彙学習に適したタスクの理論的枠組を探るべく、まずは高専生の語彙学習の
実態について研究を行った。研究者の勤務校で行われている語彙学習指導が、高専生の語彙学習
にどのような効果をもたらしているのかを問いとして、次のような研究を実施した。 
 瀬川・山本・岩崎（2017）では、研究者の勤務校における語彙学習を通して、高専生がどの程
度語彙を学習しているか探った。勤務校では当時、一学年で開講されている 3 つの科目ごとに
別々語彙を『COCET2600』から選定し、それぞれの科目担当者が語彙学習の指導を行っていた。
この研究では、科目間で異なっていた学習する語彙を統一し、高専生が 3つの科目それぞれで同
じ語彙を繰り返し学習することにした。この研究では繰り返し行われる語彙学習を、学習効果を
測るテストと高専生の学習状況を問うアンケート調査により明らかにしようとした。結果は、語
彙学習の効果が表れ、またその学習方法自体を高専生が肯定的に捉えていたことが分かった。 
 瀬川・山本・岩崎・荒木・小澤（2018）では、瀬川・山本・岩崎（2017）での語彙指導を改め
て実施し、語彙学習の効果が語彙の長さの違いによりどのように異なるかを探った。研究の結果、
７文字以下の短い語彙の方が８文字以上の長い語彙よりも繰り返し学習する効果が大きく表れ
た。また山本・瀬川・岩崎（2019）では、同様の実践による語彙学習の効果が語彙の出現頻度の
違いによりどのように現れるのか探った。その結果、繰り返し語彙を学習することは、出現頻度
の高い語彙の学習では大きな効果が得られなかった。一方で、出現頻度の低い語彙の学習では、
高専生が繰り返し語彙を学習することで、出現頻度の高い語彙と比較して大きな学習効果を得
ることができた。 
 一連の研究により、研究者の勤務校の高専生については、繰り返し語彙を学習することの効果
を探ることができた。しかし、高専生が具体的にどのような学習を行っているか、その学習がど
のように語彙の定着に影響したかを明らかにしなければならないという課題が見つかった。そ
の課題を踏まえて、タスクを設定して高専生に語彙を学習させることより、どのようなタスクに
語彙学習の効果が現れるのかを探ることを次の研究の目的とした。 
 タスクの選定には高専生のニーズを知ることが必要である。高専生の言語学習におけるニー
ズを明らかにした研究は 2 件しかなかったため、そのうち 1 つを追試するという形でニーズア
ナリシスを行うこととした。山本・岩崎・瀬川（2020）では杉浦（2009）のニーズアナリシスを
追試した。高専の 1〜3 年生と 4・5年生では異なるニーズがあること、また杉浦（2009）が調査
対象とした高専生とは異なる高専生が対象だったにも関わらず同様のニーズがあることが明ら
かとなった 
 研究ではこの後、高専生のニーズを明らかにする調査の更なる実施を通して、語彙学習のタス
クの作成を予定していた。しかし、新型コロナウィルス感染症の拡大により、調査や語彙指導の
実践の場が大きく制限されてしまった。科研費の期間延長をしながら研究再開を試みたものの、
上述した研究成果までで、研究計画を中断せざるを得なかった。 
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